
はっけよーい

のこった
！ ！のこった

◎主な内容
消防演習・消防訓練大会（関連２～３㌻）
タイ・タマサート大の学生が４年ぶりに市内で交流（関連４～５㌻）
宅地バンク制度の紹介（関連６㌻）
県知事選挙・県議会議員選挙の投票日は９月３日（関連７㌻）

◎表紙

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

Aug. Aug. 20232023
No.No.338338
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市
消
防
演
習
は
６
月
25
日
、
松
尾
総
合
運

動
公
園
多
目
的
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
消
防
団
の
団
員
４
２
０
人

と
市
婦
人
消
防
協
力
隊
の
隊
員
１
５
０

人
、
車
両
58
台
が
集
結
。
開
会
式
で
は
長

年
消
防
防
災
に
携
わ
っ
た
団
員
な
ど
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
点
検
で
は
、
統
監
の
佐
々
木
孝
弘
市

長
ら
が
団
員
の
観
閲
と
機
械
器
具
点
検
を

実
施
。
部
隊
訓
練
や
ラ
ッ
パ
吹
奏
訓
練
に
続

き
、
４
年
ぶ
り
に
婦
人
消
防
協
力
隊
に
よ
る

応
急
手
当
訓
練
と
幼
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
県
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー「
ひ
め
か
み
」に
よ
る
救
助
訓
練
、
団

員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
放
水
訓
練
や

分
列
行
進
な
ど
も
行
わ
れ
、
消
防
団
員
ら
は

多
く
の
参
観
者
に
消
防
の
心
意
気
を
示
し
、

講
評
官
を
務
め
た
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組

合
の
米
澤
正
幸
消
防
長
か
ら「
極
め
て
優

秀
」と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

第
３
分
団　
　
　
　

分
団
長

松
浦

誠

第
４
分
団　
　
　
　

分
団
長

遠
藤

政
尚

第
２
分
団
第
１
部

副
分
団
長

工
藤  

則
雄

第
４
分
団
第
３
部

副
分
団
長

伊
藤

啓

第
６
分
団
第
２
部

副
分
団
長

髙
橋

恵

第
３
分
団
第
２
部

副
部
長

井
上

泰
雄

第
４
分
団
第
３
部

副
部
長

中
村

春
悦

本
部　
　
　
　
　
　

部

長

小
林

慎

第
５
分
団
第
１
部

部

長

松
田

大
志

第
10
分
団
第
２
部

部

長

伊
藤

真
樹

ラ
ッ
パ
隊　
　
　
　

部

長

中
軽
米
正
行

第
６
分
団
第
２
部

班

長

澤
口

東
声

第
１
分
団
第
１
部

団

員

地
切

政
志

第
４
分
団
第
３
部

団

員

中
村

幸
司

第
５
分
団
第
１
部

団

員

田
村

力

第
５
分
団
第
１
部

団

員

吉
田

正
人

第
６
分
団
第
２
部

団

員

髙
橋

祐
一

第
８
分
団
第
１
部

団

員

畑

裕

第
９
分
団
第
１
部

団

員

齊
藤

隆
幸

第
10
分
団
第
１
部

団

員

畠
山

拓

第
11
分
団
第
１
部

団

員

阿
部

正
昭

第
11
分
団
第
２
部

団

員

齊
藤

英
哲

第
７
分
団　
　
　
　
分
団
長

中
軽
米

保

第
８
分
団
第
１
部

班

長

高
橋

広
満

（
敬
称
略
、
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
）

■
市
長
感
謝
状

退
職
消
防
団
員（
10
年
以
上
勤
続
）

■
市
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
30
年
以
上
）

第
４
分
団
第
１
部

班

長

遠
藤

輝
雄

第
４
分
団
第
１
部

団

員

遠
藤

壮
恭

第
６
分
団
第
１
部

団

員

髙
橋

孝
徳

第
６
分
団
第
２
部

班

長

髙
橋

和
也

第
７
分
団
第
２
部

班

長

髙
橋

稔
耶

第
７
分
団
第
２
部

団

員

伊
藤

達
也

第
８
分
団
第
１
部

班

長

畑

敢

第
８
分
団
第
１
部

団

員

畑

肇

第
８
分
団
第
１
部

班

長

柳
澤

大
輔

第
８
分
団
第
１
部

団

員

安
保

真
也

第
10
分
団
第
２
部

班

長

池
本

道
晃

第
９
分
団
第
１
部

団

員

阿
部

正
陽

第
11
分
団
第
１
部

班

長

工
藤

哲

ラ
ッ
パ
隊　
　
　
　

班

長

田
村
富
士
子

ラ
ッ
パ
隊　
　
　
　

班

長

遠
藤
ル
ミ
子

市
消
防
訓
練
大
会
は
６
月
11
日
、
松

尾
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
消
防
団

員
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
15
隊
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
10
隊
、
規
律
訓
練
の
部

に
11
隊
が
出
場
。
消
火
ま
で
の
動
き
の
正

確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
、
隊
列
行
動
の
優
劣
な

ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

本
大
会
の
競
技
結
果
や
各
番
員
の
優
れ

た
選
手
を
表
彰
す
る
優
秀
選
手
賞
の
受
賞

者
を
紹
介
し
ま
す
。

消防団員らの心意気を示す
令和５年度市消防演習を挙行

市
消
防
訓
練
大
会
を
開
催

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

１_機械器具点検を受ける団員 ２_全分団による一斉放水 ３_県防災ヘリコプターによる
救助訓練 ４_婦人消防協力隊による応急手当訓練 ５_演習を盛り上げたラッパ隊 ６_少
年消防クラブによる訓練 ７_幼年消防クラブがダンスを披露

放水 ３受ける団

■
岩
手
県
消
防
協
会

岩
手
地
区
支
部
長
表
彰

功
労
章

◎ポンプ車操法の部

１位　第７分団第２部
２位　第４分団第１部
３位　第３分団第２部

◎小型ポンプ操法の部

１位　第７分団第２部
２位　第10分団第１部
３位　第11分団第２部

◎規律訓練の部

１位　第４小隊
２位　第11小隊
３位　第10小隊

◎優秀選手賞

▷ポンプ車操法の部
指揮者　第２分団第２部　遠藤　慶晴
１番員　第７分団第２部　高橋　政行
２番員　第10分団第１部　小原　勇哉
３番員　第６分団第２部　麥田　和則
４番員　第４分団第１部　遠藤　壮

まさゆき

恭

▷小型ポンプ操法の部
指揮者　第11分団第１部　畠山　健一
１番員　第11分団第２部　八幡　恭

やすあき

章
２番員　第11分団第２部　関　隼人
３番員　第11分団第１部　安保　千博

市消防訓練大会の結果消防訓練大会の結果市消市

消
防
表
彰
受
賞
者

８_統率のとれた団体行動をみせた第４小隊 ９、10_第７分団第２部の
小型ポンプ操法、ポンプ車操法

２部の２部のみせたみせたた第た第

１

４

５６７８

９10

第
９
分
団　
　
　
　
分
団
長

遠
藤

徳
雄

第
９
分
団
第
１
部

副
分
団
長

畠
山

達
哉

第
９
分
団
第
１
部

副
分
団
長

畠
山

和
実

第
11
分
団
第
２
部

副
分
団
長

山
本

善
幸

２

３

令和２年４月から３年
３カ月にわたり、市消防
団団長を務めた工藤民
一さんが７月16日、急逝
されました。
　謹んでお悔やみ申し
上げます。

令和２年４月から３年
消防演習（６月25日）
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　一緒に水墨画をやって、プロイさんと
仲良くなれたし、上手でした。
　緊張したから、話すのが難しかったけ
ど、とても楽しかったです。
　いつかタイに行ってみたいです。

伊藤 心
こ こ な

那 さ
ん （寄木小６年）

　15年ほど前からホストファミリーとし
て学生を受け入れています。
　日本を知って楽しんでもらおうと、これ
までに平泉や手づくり村などに一緒に出
掛けたりしました。学生さんには慕ってい
ただき、今でも連絡を取っています。今年
も楽しく良い思い出になりました。

これまで12人の学生を受け入れ
藤原 金四郎さ

ん夫妻

４年ぶりの受け入れとなり心配もあり
ましたが、無事に日程を終えることがで
き、皆さんに感謝申し上げます。
　この体験を糧に、学生たちはそれぞれの
目標に向かって頑張ってほしいと思って
います。

市ホストファミリーの会
会長 鈴木 信一 さん

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
生
が
や
っ
て
き
た

タ
イ
日

本本

タマサート大学 八幡平市

Inte
rview

1995 ～
×

つながる　LINK

八幡平市タマサート大学

４
年
ぶ
り
に

　市とタマサート大学との交流は旧西根町で岩
手山焼走り国際交流村の整備が行われたのを

１_４年ぶりに来市したタマサート大の学生とホストファミリーの会の会員や関係者（対面式）　２_りんどうの育
苗生産施設を視察　３_体に響く勇壮な和太鼓を体験（柏台小訪問交流）

１

２３

４

５

７

６

８

９

４・５_タイ舞踊の披露や日本
民謡の披露など相互理解を深め
る（日・タイ文化交流会）　６_
茶道など日本文化を体験　７・
９_水墨画の体験や、タイ語の
あいさつの紹介などを通じて子
どもたちと交流（寄木小訪問交
流）　８_週末はホストファミ
リーと思い思いの時間を過ごす

きっかけに、平成７年から行わ
れているものです。このホーム
ステイプログラムでは今年度を
含めこれまでに312人の学生が
本市を訪れています。

文
化
体
験
と
国
際
交
流
の
９
日
間

　ホストファミリーの
お母さんに翻訳アプリ
のことを伝えたら、次の
日にはダウンロードし
てコミュニケーション
を図ろうとしてくれて
嬉しかったし、新しいこ
とにすぐに挑戦する姿
勢に驚きました。

　日本に長く滞在でき
るプログラムに興味を
持ち、写真を撮るのが好
きで、景色が綺麗なので
行くことを決めました。
　岩手山を見てとても
感動しました。このよ
うな景色はタイには無
いです。

　日本
るプ
持ち、
きで、
行くこ
　岩手
感動
うな景
いです

　ホームステイでは、わ
からないこともゆっく
り、とても親切に説明し
てもらいました。自分や
タイの家族のことなど
を話したりしました。
　藤原の郷や平泉に連
れて行ってもらい、と
ても綺麗でした。

ポーさ
ん（２年）ポ ん（ 年） ピングさ

ん（３年）ピング ん（３年）プロイさ
ん（４年）プロイさ
ん（４年）マナウさ

ん（３年）マナウさ
ん（３年）ベウさ

ん（２年）ベウさ
ん（２年）

本に長く滞在でき日本ホ ムステイでは わホストフ ミリ の 　市の人は親切で
一緒にいると、とて
も温かな気持ちが
伝わってきます。
　ホストファミ
リーもとても親切
で、また戻ってきた
いという気持ちに
なりました。

　寄木小を訪問したこ
とが心に残っています。
心配したけどみんな協
力してくれて、お話をし
たりプログラムに参加
したりしてくれました。
　一人の子から手紙を
いただき、とても感動
しました。

遠　 エミさん宅
ホームステイ先

柳澤 勝子さん宅
ホームステイ先

伊　 正雄さん宅
ホームステイ先

藤原 金四郎さん宅
ホームステイ先

田村 正彦さん宅
ホームステイ先

遠　 エ
ホーム

伊　 正
ホ ム

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
学
生
が
、
７
月
13

日
か
ら
21
日
ま
で
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

学
生
が
国
際
理
解
や
交
流
を
目
的
と
し
て

訪
れ
た
の
は
、
令
和
元
年
７
月
以
来
４
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

訪
れ
た
学
生
５
人
と
引
率
の
先
生
の
計

６
人
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
な
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
の
家
に
宿
泊
し
な
が
ら
、

市
内
見
学
や
、
日
本
や
地
域
文
化
の
体
験
、

小
学
校
の
訪
問
な
ど
日
本
の
文
化
や
生
活

を
体
験
し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

18
日
に
は
市
と
市
国
際
交
流
協
会
に
よ

る「
日
・
タ
イ
文
化
交
流
会
」が
行
わ
れ
、
日

本
の
民
謡
や
タ
イ
料
理
の
紹
介
の
ほ
か
、タ

イ
舞
踊
を
一
緒
に
踊
る
な
ど
、打
ち
解
け
た

様
子
で
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
交

流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
を
引
率
し
た
同
大
の
ピ
ヤ
ワ
ン
助

教
授
は「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、学
生
の
貴

重
な
経
験
と
学
び
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
交
流
は
一
生
の
思
い
出
と
な
り
、
経

験
は
将
来
に
わ
た
っ
て
彼
女
た
ち
の
成
長

に
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。
市
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
滞
在
中
の

サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
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私たちの地
域 どんな地

域にしたい
？

月９ ３ [日]投票日は 午前７時から
午後６時まで

不
在
者
投
票

仕
事
・
通
学
な
ど
に
よ
り
市
外
に

滞
在
す
る
人
は
、滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。事
前

に
、本
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
な
ど
の
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。病
院
や
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

人
は
、そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、書
類
の
郵
送
に
は

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
岩
手
県
知
事
選
挙
お
よ
び
岩
手
県
議
会

議
員
選
挙
の
投
・
開
票
が
９
月
３
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日
当
日
に

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投

票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎
・
内
線
１
２
２
０
）

期日前投票所

10:00～11:00 平又長者前公民館前
11:30～12:30 目名市地区コミュニティセンター前

13:30～14:30 小屋畑公民館前
15:00～16:00 細野地区農村婦人の家前
16:30～17:30 安比高原集会所前
18:00～19:00 中沢自治公民館前

９/ １（金）

子どもの笑
顔あふれる

　活気あふ
れる地域に

　畠山 瞳
ひとみ
さん（普通科

）

事故のない
　安心でき

る　明るい
地域に　北

口 遼
はる
さん（普通科

）

みんなが　
快適で暮ら

しやすい地
域に　遠藤

 咲
さ き

希さん（家政
科学科）

明日の理想
　明るい未

来を　語れ
る地域に　

佐々木 茉
ま い

彩さん（普通
科）

明るく笑顔
で　協力し

合える地域
に　大坪 怜

れ お

央さん（普通
科）

お年寄りと
若者　お互

いによりそ
う地域に　

伊藤 俊
じゅん
さん（普通科

）

想い 県政
に届け

岩手県知事・県議会議員選挙

９:00～10:00 山後公民館前
10:30～11:30 旧渋川小学校前
12:50～13:30 平舘高等学校　校舎前
14:00～15:00 若谷地自治公民館前
15:30～16:30 寺田新田　滝川清光宅前
17:30～18:30 刈屋集落センター前

８/31（木）

９/2（土）　
期日前投票所（13：00～19：00）

・ベルフ八幡平

県北バ
スで巡

回

期移動

９/2
期臨時

投票所（８：30～20：00）
※県議選の期日前投票は８/26（土）から

８/18（金）～９/2（土）
・八幡平市役所

・大更コミュニティセンター
・田頭コミュニティセンター
・平舘コミュニティセンター
・寺田コミュニティセンター
・旧柏台出張所
・田山スポーツ交流館

８/31（木）～９/2（土）

投
※県議選の期日前

期日前

８/26（土）～９/2（土）
・西根総合支所
・安代総合支所

住
所
要
件

年
齢
要
件

投
票
で
き
る
人

平
成
17
年
９
月
4

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
18
歳
以
上
の
人

令
和
５
年
６
月
1

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

６
月
２
日
以
降
に
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、前
の
住

所
地
で
投
票
す
る
か
市
役
所（
本

庁
）
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
を
各
世
帯
に
郵

送
し
ま
す
。
入
場
券
は
本
人
だ
け

が
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
の

入
場
券
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

９
月
３
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど

で
投
票
で
き
な
い
人
は
、下
表
の
日

時
お
よ
び
場
所
で
、期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、９

月
２
日
午
後
１
時
か
ら
７
時
ま
で
、

大
更
の「
い
わ
て
生
協
ベ
ル
フ
八
幡

平
店
」に
臨
時
の
期
日
前
投
票
所
を

設
置
し
ま
す
。入
場
券
裏
面
の
宣
誓

書
に
記
入
し
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票

バ
ス
で
各
地
を
巡
回
す
る
移
動

期
日
前
投
票
を
実
施
し
ま
す
。気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日

平舘高生
に聞いた

前前

利
用
し
て
い
な
い

宅
地

宅
地
バ
ン
ク
と
は

登
録
で
き
る
宅
地

市
は
、
市
内
の
宅
地
を
有
効
活

用
し
、
良
好
な
住
環
境
づ
く
り
や

定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
、
個
人

が
所
有
す
る
活
用
予
定
の
な
い
宅

地
を
希
望
者
に
紹
介
し
、
橋
渡
し

を
す
る
宅
地
バ
ン
ク
制
度
を
７
月

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

住
宅
の
建
築
が
可
能
な
市
内
の

宅
地
を
売
り
た
い
所
有
者
と
、
住

宅
を
建
築
す
る
た
め
に
宅
地
を
探

し
て
い
る
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
制
度
で
す
。

契
約
の
交
渉

契
約
交
渉
は
協
定
仲
介
者
が

行
う
か
、
利
用
者
と
所
有
者
が
直

接
行
う
か
の
ど
ち
ら
か
と
な
り

ま
す
。

宅
地
を
売
り
た
い
人

市
は
宅
地
バ
ン
ク
の
運
用
に
あ

た
り
、
仲
介
業
者
と
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
所
有
す
る
宅
地
を

手
放
し
た
い
場
合
、
事
前
に
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
ま
た
は
協
定
仲
介

者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

所
有
者
、
市
お
よ
び
協
定
仲
介

者
の
３
者
で
宅
地
の
現
地
確
認
を

し
た
上
で
、
市
は
書
類
審
査
を
行

い
、
登
録
可
能
な
場
合
に
は
、
情

報
を
宅
地
バ
ン
ク
に
登
録
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
ま
す
。

宅
地
を
買
い
た
い
人

宅
地
バ
ン
ク
利
用
届
出
書
を
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
ま
た
は
協
定
仲

介
者
に
提
出
し
た
後
、
物
件
の
内

覧
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

【宅地バンク】市

宅
地
を
売
り
た
い
所
有
者

宅
地
を
買
い
た
い
人

【仲介業者】

【利用者】【登録者】

1情報発信

2利用届け出

3交渉・契約

②現地調査

③物件の登録申請

④物件の登録

①相談・仲介依頼

⑤交渉・契約

⑤と3交渉・契約（仲介を希望せず直接契約する場合）

協
定

宅地バンクの仕組み

宅
地
バ
ン
ク
制
度
が
ス
タ
ー
ト

の
処
分
・
活
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

登
録
で
き
る
宅
地

登
録
で
き
る
宅
地

登
記
地
目
が「
宅
地
」の
市
内
の
土
地

（
住
宅
建
築
可
能
な
土
地
に
限
る
）

建
物
が
建
っ
て
い
な
い
土
地

面
積
が
２
０
０
平
方
㍍
以
上
の
土
地

売
買
契
約
に
支
障
と
な
る
権
利
問
題

が
な
い
こ
と

相
続
登
記
が
完
了
し
て
い
る
こ
と

●●
●

●
●
●

●
●
●
●

●●
●

●
●
●

●
●
●
●

●●
●

●
●
●

●
●
●
●

●●
●

●
●
●

●
●
●
●

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
☎
・
内
線
１
４
５
５
）

全
国
版
で
も
情
報
を
掲
載

市
は
7
月
か
ら
、
空
き
家
バ
ン

ク
、
宅
地
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
情

報
を「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

未
活
用
の
空
き
家
や
宅
地
を
空

こ
れ
は
国
土
交
通
省
が
、
各
自

治
体
が
把
握
・
提
供
し
て
い
る
空

き
家
情
報
を
横
断
的
に
検
索
で
き㈱ LIFULLアットホーム㈱

る
よ
う
構
築
し
た
仕

組
み
で
、
現
在
は
㈱

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
㈱
の

２
事
業
者
が
運
用
し

て
い
ま
す
。

き
家
バ
ン
ク
、
宅
地

バ
ン
ク
に
登
録
し
た

い
人
や
、
登
録
さ
れ

て
い
る
物
件
が
欲
し

い
、借
り
た
い
人
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

ま
た
は
協
定
仲
介
者

ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

市宅地バンク協定仲介者一覧 市空き家バンク

未 物
件
取
得・処
分
の
選
択
肢
に

2利用届け出

①相談
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市役所からのHOT LINE

■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて健康フォローアップ
センターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター（☎0570-
089-005=24時間対応）または可能な限り平日・日中
に外来対応医療機関へ相談・受診
▶外来対応医療機関は右のＱＲコード
を参照

新型コロナウイルス感染症についての相談先

国
民
健
康
被
保
険
者
証
を

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た

市
は
市
民
を
対
象
に
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
を
開
き
ま
す
。

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、

肥
満
は「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」と

も
呼
ば
れ
、自
覚
症
状
の
現
れ
づ
ら

い
病
気
で
す
。こ
れ
を
機
会
に
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
お
よ
び
内
容

次
の
と
お

り
※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
能

13
時
か
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

は
血
圧
測
定
や
体
組
成
測
定（
体
脂

肪
率
、
筋
肉
量
、
基
礎
代
謝
量
な

ど
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物

本
年
度
の
特
定
健
診

を
受
け
た
人
は
、
健
診
結
果
表
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所

市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
申
込
期
限

各
開
催
日
の
1
週

間
前

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係（
☎
・
１
１
９
０
）

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
を

生
活
の
見
直
し
の
機
会
に

■
健
康
チ
ェ
ッ
ク

13
時
か
ら

■
講
話

13
時
半
か
ら
15
時
ま
で

▼
演
題

生
活
習
慣
病
と
が
ん
の

予
防
に
つ
い
て

10
月
16
日
㈪

■
健
康
チ
ェ
ッ
ク

13
時
か
ら

■
講
話

13
時
半
か
ら
15
時
ま
で

▼
演
題

生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
食
事
に
つ
い
て

９
月
27
日
㈬

■
健
康
チ
ェ
ッ
ク

13
時
か
ら

■
実
技

13
時
半
か
ら
15
時
ま
で

▼
内
容

生
活
習
慣
病
予
防
と
運

動
に
つ
い
て
※
参
加
者
は
動
き
や

す
い
服
装
、
履
物
で
、
飲
み
物（
お

茶
や
水
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
24
日
㈭

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
確
認
の
上
、
８
月
１
日
か
ら

は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
高
齢
受
給
者
証
と
一
体
化

70
歳
に
な
る
と
誕
生
日
の
翌
月

１
日
か
ら
、
所
得
に
応
じ
て
自
己

負
担
割
合
や
自
己
負
担
限
度
額
が

変
わ
り
ま
す
。
市
の
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
に
は
、
誕
生
日
月
に

被
保
険
者
証
と
一
体
と
な
っ
た

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
」を
交
付
し
て
い

ま
す
。

被
保
険
者
証
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保

年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
７
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
郵
送
な
ど
で
投
書

す
る「
わ
た
し
の
提
言
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、

市
長
が
直
接
目
を
通
し
、希
望
に

応
じ
て
回
答
す
る
と
と
も
に
、そ

の
内
容
を
市
役
所
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

■
提
言
方
法

提
言
用
紙
と
専

用
の
郵
送
用
封
筒
に
よ
り
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。本
庁
舎
に
は
、

投
函
で
き
る
提
言
箱
も
設
置
し

て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の

提
言
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

提
言
用
紙
は
、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
提
言
用
紙
と
郵
送
用
封
筒
の
設

置
場
所

▼
西
根
・
安
代
の
各
総
合
支
所

▼
田
山
支
所

▼
大
更
・
田
頭
・
平
舘
・
寺
田
・

松
尾
・
細
野
・
畑
・
荒
屋
・
五
日

市
・
浅
沢
・
舘
市
の
各
コ
ミ
セ
ン

▼
八
幡
平
市
立
病
院

▼
安
代
・
田
山
の
各
診
療
所

■
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課

広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２
０
２
） 詳細はこちら

子
育
て
世
帯
に
対
す
る

支
援
特
別
給
付
金
を
支
給

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

価
格
高
騰
給
付
金
を
支
給

ｉ-

サ
ポ
入
会
登
録
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中

（
公
財
）い
き
い
き
岩
手
支
援
財

団
が
県
や
市
、
主
要
団
体
と
連
携

し
て
運
営
す
る
ｉ-

サ
ポ
の
、
通

常
１
万
円
の
入
会
・
更
新
登
録
料

が
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
一
定
期

間
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
ｉ‐

サ
ポ
と
は

会
員
登
録
制

に
よ
り
１
対
１
の
出
会
い
の
機
会
を

提
供
し
、
理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
団
体
で
す
。

■
無
料
期
間

８
月
１
日
㈫
か
ら

10
月
31
日
㈫
ま
で

■
会
員
有
効
期
間

２
年
間

■
問
い
合
わ
せ
先
「
い
き
い
き

岩
手
」結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
９
・
６
０
１
・
９
９
５

５
）、
地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

U
タ
ー
ン
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

盛
岡
広
域
振
興
局
で
は
、Ｕ
タ
ー

ン
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
目
的
に
、県
外

在
住
の
子
ど
も
を
持
つ
市
内
の
親
・

祖
父
母
世
代
を
対
象
と
し
た
一
次

ア
ン
ケ
ー
ト
、市
出
身
で
現
在
県
外

に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
と
し
た

二
次
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

■
回
答
方
法

全
戸
配
布
さ
れ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
て
郵

送
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
送
信詳細はこちら

※
詳
し
く
は
盛
岡
広

域
振
興
局
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

盛
岡
広
域
振

興
局
経
営
企
画
部
企
画
推
進
課（
☎

０
１
９
・
６
２
９
・
６
５
１
０
）、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
定
住
促
進
係

（
☎
・
内
線
１
４
５
４
）

詳細はこちら

市
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
・
向
上
を
図
り
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、各
種
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
士
を
派
遣

■
対
象
住
宅

次
の
⑴
〜
⑶
の
要

件
を
全
て
満
た
す
住
宅

⑴
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
戸
建
て
住
宅
※
増
築
し
た

場
合
は
、
増
築
の
時
期
・
方
法
な

ど
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
場
合
が

地
震
に
備
え
住
ま
い
の

住
宅
耐
震
助
成
を
実
施

あ
り
ま
す

⑵
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
平

屋
建
て
ま
た
は
木
造
２
階
建
て

⑶
過
去
に
同
じ
耐
震
診
断
を
受
け

て
い
な
い

■
対
象
者

対
象
住
宅
の
所
有
者

■
診
断
費
用

無
料

■
募
集
戸
数

10
戸

詳細はこちら

詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
補
助

■
対
象
住
宅

前
記
⑴
、
⑵
の
要

件
を
満
た
す
住
宅

■
対
象
者

法
人
を
除
く
、
対
象

住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

■
対
象
工
事

耐
震
診
断
の
結

果
、
判
定
値
が
１・
０
未
満（
倒
壊

す
る
可
能
性
あ
り
）と
診
断
さ
れ

た
対
象
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

■
助
成
額

耐
震
改
修
工
事
費

の
５
分
の
４
以
内

（
上
限
１
０
０
万
円

※
多
雪
区
域
は
上
限

１
２
０
万
円
）

■
募
集
戸
数

１
戸

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
築

係（
☎
・
内
線
１
３
０
７
）

詳細はこちら

市
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、

物
価
高
騰
の
影
響
が
特
に
大
き
い
次

の
世
帯
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
世
帯

対
象
⑴

住
民
税
非
課
税
世
帯

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
も
満
た
す

世
帯

①

５
年
６
月
１
日
時
点
で
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
世
帯

②

世
帯
の
全
員
が
５
年
度
住
民

税
均
等
割
非
課
税
で
あ
る
世
帯

次
の
世
帯
は
支
給
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

▼
世
帯
の
中
に
住
民
税
課
税
と
な

る
所
得
が
あ
る
の
に
未
申
告
で
あ

る
人
が
い
る
世
帯

対
象
⑵

家
計
急
変
世
帯

次
の

①
、
②
の
い
ず
れ
も
満
た
す
世
帯

①

５
年
６
月
１
日
時
点
で
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
世
帯

②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
５
年
１
月
以

降
の
収
入
が
減
少
し
、世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

■
受
給
権
者

世
帯
主

■
給
付
額

1
世
帯
に
つ
き
３
万

円
※
給
付
金
は
、原
則
と
し
て
世
帯

主
の
本
人
名
義
の
金
融
機
関
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
請
方
法

対
象
⑴

給
付
金
の
支
給
対
象
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
確
認

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
確
認
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
⑵

申
請
書
は
地
域
福
祉
課

ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
、

田
山
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
、必
要

事
項
を
記
入
の
上
、世
帯
全
員
の
同

一
月
の
収
入
を
確
認
で
き
る
書
類

や
振
込
口
座
の
写
し
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
付
し
、持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

５
年
10
月
31
日
㈫

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
３
、

１
１
１
４
、１
１
１
５
）

市
は
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
子

育
て
世
帯
の
支
援
の
た
め
、
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

【
ひ
と
り
親
世
帯
分
】

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同

じ
水
準
の
収
入
と
な
っ
て
お
り
、５

年
度
中
に
ま
だ
給
付
金
を
支
給
さ

れ
て
い
な
い
人

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
】

対
象
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
家
計
の
急
変
に
よ
り
住
民
税

非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
て
お

り
、
５
年
度
中
に
ま
だ
給
付
金
を

支
給
さ
れ
て
い
な
い
人

■
対
象
児
童

平
成
17
年
４
月
２

日（
障
が
い
児
は
15
年
４
月
２
日
）

以
降
令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で
に

出
生
し
た
児
童

■
支
給
額

児
童
１
人
当
た
り

５
万
円

■
申
請
方
法

市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る

か
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

人
当
た

ひとり親世帯

■
申
請
期
限

６
年
２
月
29
日
㈭

必
着

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課

児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
１
０
６

・
１
１
０
４
）

ひとり親世帯
以外
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市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

令和５年度「広報はちまんたい」広告代理店

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

コ
ミ
バ
ス
利
用
料
を

減
免
し
て
い
ま
す

市
内
の
移
動
に
は
便
利
な

コ
ミ
バ
ス
を
利
用
し
よ
う

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認

火
災
・
地
震
保
険
を
使
っ
た
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
市
内
で
増
え
て

い
ま
す
。

業
者
と
契
約
後
に
月
額
料
金
が

発
生
す
る
事
が
判
明
し
た
り
、
保

険
金
の
半
額
を
手
数
料
と
し
て
請

求
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分

で
損
害
保
険
会
社
・
代
理
店
へ
連

絡
す
る
、
契
約
内
容
を
し
っ
か
り

と
確
認
す
る
な
ど
対
策
を
取
り
、

電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
契

約
を
結
ば
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
・
消

費
生
活
相
談
窓
口（
☎
・
内
線

１
０
６
６
）

８
月
27
日
㈰
、
岩
手
県
側
八

幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
を
主

会
場
に「
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

２
０
２
３
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
に
伴
い
、本
県
側
八
幡
平
ア

ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
は
、
交
通
規
制

に
よ
り
通
行
で
き
ま
せ
ん
。開
催
中

は
、八
幡
平
樹
海
ラ
イ
ン
を
迂う

か

い回
路

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
日
時

８
月
27
日
㈰
午
前

７
時
か
ら
11
時
半
ま
で

■
規
制
区
間

松
尾
八
幡
平
ビ

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
当
日
の
交
通
規
制

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
八
幡
平

山
頂
手
前
岩
手
県
側
路
側
帯
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎
・
内

線
１
１
４
５
）

【
現
金
の
寄
付
】

▼
株
式
会
社
北
日
本
銀
行
様
…
６

月
27
日
、
柏
台
小
学
校
の
教
育
振

興
へ
の
貢
献
を
目
的
に
４
万
円
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▼
株
式
会
社
サ
イ
コ
ム
様
…
５

月
２
日
、
市
の
特
性
を
活
か
し

た
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
働
く
場

の
創
造
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
５
０
０
万
円
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

◆支援内容　
　家事援助（日常的な炊事、洗濯、掃除、買い物）
や育児補助、病院への付き添いなどを行います。
子育てを支援するための事業ですので、親が子の
そばにいることが前提になります。
◆料金　規定の時間に達するまでは、無料です。
◆利用の流れ
⑴申込書を地域福祉課または西根・安代各総合 
支所に提出
⑵審査・決定後、申請者に利用券を送付
⑶利用券が届いたら受託事業者に電話で利用申し
込み（利用日の１週間前まで）

◆子育て支援ヘルパーとは
　妊産婦の日常生活の負担や精神的な不
安を和らげるため、産前産後の時期に自宅
へ訪問し支援するものです。

◆受託事業者
　㈱ＪＡライフサポート（ホームヘルプステー
ション西根　☎70-2181）
◆利用対象者、利用期間・時間

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102

子育て支援ヘルパーって？子育て支援ヘルパーって？

利用対象者 利用期間 利用限度

母子健康手帳交付
後の妊婦がいる家
庭

母子健康手帳交
付後から出産ま
で

24時間

１歳未満の乳児が
いる家庭

子が１歳になる
前日まで 24時間

３歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る家庭または３歳
未満の子がいるひ
とり親の家庭

出産後３年まで

子が１歳になる前
日まで、１歳から２
歳になる前日まで、
２歳から３歳にな
る前日までの各１
年当たり24時間

※午前９時から午後５時まで（日曜、祝日、年末年始を除
　く）の間で、１時間単位で利用可能です。

詳細はこちら 

市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

昨
年
度
か
ら「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
登
録
を
は
じ
め

ま
し
た
。

◎
ど
ん
な
人
が
登
録
し
て
い
る
の
？

市
内
に
在
住
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
人
）で
、

認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い

人
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
し
た
い
人
、
自
分
の
身
近
に
い
る

認
知
症
の
人
の
悩
み
を
共
有
し
た
い

人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
メ
ン

バ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

◎
活
動
内
容
は
？

市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
認

知
症
カ
フ
ェ（
通
称「
ゆ
う
ゆ
う
カ

フ
ェ
」）へ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
参

加
や
、
市
の
認
知
症
普
及
啓
発
活

動
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

月
に
1
回
定
例
会
を
開
催
し
、
自

分
た
ち
で「
今
、
何
が
必
要
か
」「
何

が
で
き
る
か
」を
話
し
合
い
、
考
え

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動

は
、
個
人
単
位
や
仲
間
単
位
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

ゆうゆうカフェの準備をしながら
認知症の情報を共有するボランティア

介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1088

無
理
な
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、
活
動

に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

や
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
方
法
な

ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
受
講
す

る
こ
と
に
よ
り「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」に
認
定
さ
れ
ま
す
。

職
場
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
各

種
団
体
か
ら
の
受
講
申
し
込
み
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
は
、
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
い
地
域
の
皆
さ
ん
の
移
動
手

段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
区
間
・
距
離

に
関
係
な
く
１
人
１
乗
車
１
０
０

円（
浄
法
寺
路
線
に
お
い
て
市
域

を
超
え
る
場
合
は
２
０
０
円
）で
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、西
根
・
松
尾
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
、東
北
防
衛

局
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
２
）

市
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用

料
を
半
額
に
減
免
し
て
い
ま
す
。

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る

⑵
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

⑶
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

⑷
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
諸

施
設
に
よ
り
養
護
な
ど
を
受
け

て
い
る

⑸
常
時
介
護
ま
た
は
養
護
な
ど
を

要
す
る
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
掲
げ
る

人
の
介
護
ま
た
は
養
護
を
行
う

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
２
）
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限10月２日）　固定資産税（第３期）、国民健康保険税（第３期）

あっぴリレーマラソン2023
９月10日㈰　安比高原特設コース

ピ ッ ク ア プッイ トベン

市指定無形民俗文化財「曲田先祓い」
の奉納　９月17日㈰　正観世音神社　

西根ライオンズカップ争奪少年サッカー
大会　９月16日㈯、17日㈰　ASPA

八幡平ヒルクライム2023　８月27日㈰　
岩手県側八幡平アスピーテライン　

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　10：00～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日当番薬局 （当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
大更調剤薬局（☎70-1320） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎71-1001） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
すみれ薬局（☎78-8075） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
白樺薬局（☎74-3363） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）

小児救急入院受入当番病院 （当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
▶夜間の症状が重い場合（17:00～翌朝 9:00、土曜日は13:00（祝日の土曜日は 9:00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。
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 小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■古文書講座　10：00～12：00
（博物館)
■風鈴デコパージュ　10：00～
12：00（博物館)
■天体観望会　20：10～21：30
（焼走り国際交流村）※悪天候
時は中止

■八幡平ヒルクライム2023　
7：00～12：00(岩手県側八幡平
アスピーテライン )
▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）ヘルシークラブ厚
生病院前薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市民バドミントン大会 
8：30～ ( 松尾コミセン )

■県知事・県議会議員選挙投票
日　7：00～18：00(市内各投票所)
※期日前投票は７㌻を参照

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）リリィ薬局西根店・
（鹿角）日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■スクラッチアート　10：00～
12：00（博物館)
■おはなしのじかん　11：00～
11：30、14：30～15：00（図書館）
■天体観望会　20：10～21：30
（焼走り国際交流村）※悪天候
時は中止

■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00~12：00（市民課）
■あっぴリレーマラソン2023　
10:00～（安比高原特設コース）
▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■古文書講座　10：00～12：00
（博物館)
■天体観望会　20：10～21：30
（焼走り国際交流村）※悪天候
時は中止

■献血　9：30～12：00、13：30～
16：00（いわて生協ベルフ八幡平）
■縄文土器野焼き　10：00～
12：00（博物館)※見学自由

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■秋分の日
■乳がん検診【受付】　9：30～
10：30、13：30～14：30（松尾コ
ミセン）
■天体観望会　20：10～21：30
（焼走り国際交流村）※悪天候
時は中止
▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）黒沢薬局

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）ヘルシークラブ厚
生病院前薬局
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小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■定例行政相談　9：30～12：00
（大更コミセン、市役所本庁
舎、安代総合支所）
■子宮頸がん検診【受付】　
9：30～10：30、13：30～14：30
（松尾コミセン）

■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■献血　9：30～12：00（安代総合
支所）
■子宮頸がん検診【受付】　
▶9：30～10：30（寺田コミセン）
▶13：30～14：30（田頭コミセン）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■夏季フィットネスプログラム
（ヨガ）　10：00～11：30（市総合
運動公園体育館)
■Jアラート全国一斉情報伝達
試験　11：00～

■らくらく筋トレ教室　10：00～
11：00（旧安代保健センター)

■三行詩巡回展（荒屋コミセン）
※９月５日まで
■真夏の夜の朗読会　18：30～
20：00(西根地区市民センター )

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■子宮頸がん検診【受付】　
9：30～10：30、13：30～14：30（安代
地区体育館）
■らくらく筋トレ教室　10：00～
11：00（市総合運動公園体育館)

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■夏季フィットネスプログラム
（姿勢改善エクササイズ）
10：00～ 11：00（市総合運動公
園体育館 )
■子宮頸がん検診【受付】　
13：30～14：30（田山コミセン)

■図書館休館日（図書整理日）
■夏季フィットネスプログラム
（ストレッチ＆コアトレ）
10：00～11：00（旧安代保健セン
ター)

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■乳がん検診【受付】　▶ 9：30～
10：30（平舘コミセン）▶13：30～
14：30（市役所多目的ホール棟）

■図書館休館日
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　 12：50～14:50
（松尾地区内）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■移動図書　 13：00～14:40
（松尾地区内）
■夏季フィットネスプログラム
（ノルディックウォーキング）
10：00～11：00（市総合運動公
園駐車場)

■三行詩巡回展（畑コミセン）
※19日まで
■乳がん検診【受付】　
▶ 9：30～10：30（寺田コミセン）
▶13：30～14：30（田頭コミセン）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館 ■図書館休館日
■１歳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■移動図書　 13：00～15:00
（荒沢方面）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　12：00～14:30
（田山方面）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診
【受付】　14：00～14：15（市役所
多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■夏季フィットネスプログラム
（ストレッチ＆コアトレ）
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館)

■市議会９月定例会・議案上
程、議案審議ほか（予定）

■市議会９月定例会・一般質
問（予定）

■市議会９月定例会・一般質
問（予定）

■市議会９月定例会・一般質
問（予定）

■市議会９月定例会・議案審
議、決算特別委員会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■敬老の日
■市役所閉庁日

■図書館休館日
■乳がん検診【受付】　9：30～
10：30、13：30～14：30（大更コミ
セン）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■盛岡広域ゲートボール大会　
8：00～ (アリーナまつお )
■定例行政相談　9：30～12：00
（田山コミセン）
■夏季フィットネスプログラム
（姿勢改善エクササイズ）
10：00～11：00（市総合運動公園
体育館)

■夏季フィットネスプログラム
（ストレッチ＆コアトレ）
10：00～11：00（旧安代保健セン
ター)
■本のクリニック　10：00～
15：00(図書館)

■三行詩巡回展（細野コミセン）
※10月３日まで
■乳がん検診【受付】　13：30～
14：30（田山コミセン）
■献血　9：30～11：30、13：00～
16：00（市役所結のひろば）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）すみれ薬局・（鹿角）黒
沢薬局

■市議会９月定例会・決算特
別委員会（予定）

■市議会９月定例会・決算特
別委員会（予定）

■市議会９月定例会・決算特
別委員会（予定）

■市議会９月定例会・決算特
別委員会（予定）
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休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 大里医院（☎22-1251）
平舘クリニック（☎74-3120） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）

本田医院（☎35-3002）
小坂町診療所（☎29-5500）

▶日曜・祝日の日中（9:00～17:00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19:00～23:00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎019-654-1080）

※写真は過去の様子です

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

９月15日㈮
10：00～15：00 要相談 市民課

（☎・内線1066）

年金相談（要予約） ９月15日㈮
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1064）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

市税納期（納期限８月31日）　市県民税（第２期）、国民健康保険税（第２期） 1213 No.338 ◎2023．８.９
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

１年で林業の知識や
技術が習得できます

県では、林業への就職を志望する
人を対象に「いわて林業アカデ
ミー」の６年度研修生を募集します。
■応募資格　昭和59年４月２日以
降に生まれた人で、高校卒業者（見
込み含む）や同等以上の学歴保持者
■選考日　▶推薦（高校新卒者対
象） ９月20日㈬▶一般（新卒、既
卒者対象） 12月15日㈮
■募集期間　▶推薦　８月１日㈫
から９月８日㈮まで▶一般　10月
２日㈪から11月28日㈫まで
■詳細　右記QRコードを
読み込み、ウェブサイトを
確認してください。
■問い合わせ先　県林業技術セン
ター研修部（☎019-697-1536）

県外に住む家族や友人へ
Ｕターン・移住のススメ

　県では、県外在住者を対象に、
岩手で働く魅力をＰＲするキャン
ペーンを行っています。
　県公式の就職情報サイト「シゴトバ
クラシバいわて」に新規登録した人
の中から抽選で「いわて
牛五つ星」などの県産品
をプレゼントします。
■対象期限 ８月31日㈭　
■問い合わせ先　県定住推進・雇
用労働室（☎019-629-5588）

盛岡広域の人命を守る
消防士の採用試験実施

　盛岡地区広域消防組合では、消
防職の採用試験を行います。
■第1次試験日 ９月17日㈰
■申込期限　８月17日㈭
■詳細　右記QRコードを
読み込み、ウェブサイトを
確認してください。
■問い合わせ先　同組合事務局
（☎019-626-7405）

お子さんに教えましょう
電気製品の正しい使い方

　８月は電気使用安全月間です。
夏は肌の露出や汗により、感電事
故が起こりやすくなります。この
機会に電気製品の正しい取り扱い
方を家族で確認しましょう。
　右記QRコードを読み
込み「電気安全のしおり」
を参照してください。
■問い合わせ先　（一財）東北電気保
安協会盛岡事業所(☎019-631-2551）

詳細はこちら 

詳細はこちら 

社会が求める国家資格
危険物取扱者試験実施

　（一財）消防試験研究センター県
支部では、危険物取扱者試験を行
います。
■試験日　10月７日㈯、14日㈯
■試験地　盛岡市
■申請期限　▶電子申請 ８月21日㈪
午後５時▶書面申請　８月24日㈭
■詳細　右記QRコードを
読み込み、PDFデータを
確認してください。
■問い合わせ先　同センター県支
部（☎019-654-7006）　

登録はこちら 

詳細はこちら 

調理師のスキルアップ
調理技術技能評価試験

（公社）調理技術技能センターで
は、５年度(後期)調理技術技能評
価試験（日本料理・西洋料理・麺
料理）を行います。
■試験日　▶実技　６年１月13
日㈯から２月11日㈰までの別途指
定する日▶学科　１月14日㈰
■申請期間 ９月１日㈮から10
月 6日㈮まで　※消印有効
■詳細　右記QRコードを
読み込み、ウェブサイトを
確認してください。
■問い合わせ先　同センター（☎
03-3667-1867）　

詳細はこちら 

就職に不安を抱える人へ
適職診断も行っています

　もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から49歳まで
の人を対象に無料就職相談会を
開きます。
■日時　９月25日㈪▶午後１時半
から▶２時半から ※いずれも１組
■場所　大更コミセン
■予約期限　９月21日㈭午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

税務署窓口での相談は
事前に予約が必要です

　盛岡税務署での窓口相談は８月
から、来署者の待ち時間削減のた
め、事前予約が必要となりました。
■国税に関する相談
右記QRコードを読み
込み、ウェブサイトを
利用するか、問い合わ
せ先の音声案内で「１」
を選択してください。
■予約・問い合わせ先　同税務署
（☎019-622-6141　※音声案内で
「２」を選択）　

チャットボット 

タックスアンサー

介護職への就職・転職は
参加無料の合同面談会へ

（福）県社会福祉協議会では、県
央エリアにある小規模介護事業所
の合同就職面談会を開きます。
■日時 ９月15日㈮午後１時から３
時まで（受け付けは午後０時半から）
■場所　ふれあいランド岩手
■対象者　介護の仕事に就職・転
職を希望する人、５年度卒業予定
の専門学校生・短大生・大学生
■内容　参加事業所によるPR、
個別面談など
■問い合わせ先　同協議会県福祉
人材センター（☎019-601-7062）

季節の句を詠み楽しむ
俳句講座を開催します

　市芸術文化協会では、県俳人協
会白濱洋一会長を講師に招き俳句
講座を開きます。
■日時　９月28日㈭午後１時から
３時まで
■場所　西根地区市民センター
■申込期限　９月20日㈬正午
■申し込み・問い合わせ先　同協
会事務局　田村（☎76-4655）　

エコ川柳コンテスト開催
優秀作品にはプレゼント

　県では、地球温暖化防止のため
“CO2削減”や“いわてらしさ”を
盛り込んだエコ川柳を募集してい
ます。
■応募期限 ９月30日㈯
■詳細　右記QRコードを
読み込み、ウェブサイトを
確認してください。
■問い合わせ先　県地球温暖化防止
活動推進センター（☎019-606‒1752）

詳細はこちら 

在宅高齢者の介護者へ
家族介護者交流会開催

　市地域包括支援センター西根ブ
ランチでは、家族介護者交流会を
開きます。当日は参加料無料で、

建設現場労働者のため
退職金制度があります

　建設業退職金共済（建退共）制度
は、建設現場で働く人のために国が
作った退職金制度です。事業主が労
働者の働いた日数に応じて掛け金
となる共済証紙や退職金ポイント
を積み立て、労働者が建設業界を辞
めたときに建退共から退職金を受
け取ることができます。
■特長　▶経営事項審査で加点評
価の対象▶掛け金の一部を国が助
成▶掛け金は全額非課税となり電
子申請の納付も可能▶退職金は事
業主が変わっても通算して計算
■詳細　右記QRコードを
読み込み、ウェブサイトを
確認してください。
■問い合わせ先　建退共県支部
（☎019-622-4536）

地熱資源基礎調査のため
小型飛行機を飛ばします

　（独）エネルギー・金属鉱物資源
機構では、小型飛行機に
より、市内西側の一部地
域の地質調査を行います。
■期間　９月１日㈮から10月31
日㈫まで（好天時の20日から30日
程度）
■時間　午前6時半から午後６時
半まで
■問い合わせ先　同機構（☎03-
6758-8001）

詳細はこちら 

中山の園まつり
４年ぶりに開催

　中山の園まつりでは、出店やアト
ラクションなどを準備しています。
■日時 ９月16日㈯午前10時から
午後２時ごろまで　※小雨決行
■場所　中山の園おまつり広場
■問い合わせ先　中山の園・障害
者支援施設こぶし（☎0195-35-
2691）

刑務所作業製品展示即売
施設見学・イベント多数

　盛岡少年刑務所では「盛岡矯正
展」を開きます。
■日時 ９月24日㈰午前９時か
ら午後３時まで
■問い合わせ先　盛岡少年刑務所
職業訓練担当（☎019-662-9224）

公的年金の大切さ・意義
エピソードをエッセイに

　日本年金機構では「わたしと年
金」をテーマにエッセイを募集し
ています。
■応募期限 ９月８日㈮
■詳細　右記QRコードを
読み込み、ウェブサイトを
確認してください。
■問い合わせ先　同機構わたしと
年金担当（☎03-5344-1100）

詳細はこちら 

若年性認知症の家族介護
経験談聴いてみませんか

　傾聴パートナー「思
し え ん

縁つながり」
では、岩清水信子さんを招き、講演
会を開きます。参加費は無料です。
■日時 ９月９日㈯午後１時半か
ら３時まで（受け付けは１時から）　
■場所　西根地区市民センター
■問い合わせ先　世話人伊藤實
（☎090-6225-4641)

詳細はこちら 

特別養護老人ホームむらさき苑、
グループホームわの家、西根デイ
サービスセンターを見学します。
■日時　９月13日㈬午後２時半か
ら1時間程度
■集合場所　むらさき苑
■参加定員 10人程度
■申し込み・問い合わせ先　同ブラ
ンチ・高橋（☎75-1255）

詳細はこちら 

みんなの「気になること」を
こどもかいぎで話し合おう

　総合型地域クラブ「わくわく八幡
平」設立準備委員会では「こどもか
いぎ」の参加者を募集しています。
　子ども同士が日常生活
で感じる小さな疑問を意
見交換し、多様性の理解と
聞く力を養います。
■日時 ９月17日㈰午後１時半
から３時半まで　
■場所　荒屋コミセン
■申込期限　９月14日㈭
■参加費　無料
■問い合わせ先　同委員会事務局
（☎090-8788-2993）

申し込みは
こちら から

1415 No.338 ◎2023．８.９



VOL

平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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平高公認キャラクター

「平
ひらまる

丸くん」

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
通
学
し
や
す
い
と
思
っ
た
こ
と

と
、
普
通
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

就
職
コ
ー
ス
と
進
学
コ
ー
ス
が
あ

り
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
自
分
の

進
路
希
望
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
の
で
、
そ
の
点
が
特
に
良
い
と

思
い
希
望
し
ま
し
た
。

★
学
校
の
楽
し
い
と
こ
ろ

　
気
の
合
う
友
だ
ち
と
一
緒
に
過

ご
せ
る
こ
と
や
生
徒
会
活
動
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
こ

と
、
体
育
祭
や
文
化
祭
な
ど
の
行

事
な
ど
が
楽
し
い
で
す
。

★
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
目
標
は
評
定
を
上
げ
る
こ
と
と

　吹奏楽部 部長

山下 実
み お

桜さん
（普通科3年：西根一中出身）

紫薫祭のステージ発表でサッ
クスを演奏する山下さん（左）

漢
字
検
定
・
英
語
検
定
で
よ
り
上

級
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。
苦
手

分
野
を
克
服
す
る
の
に
手
間
取
り

ま
し
た
が
、
諦
め
ず
に
頑
張
り
ま

し
た
。
ま
た
、
検
定
は
何
回
も
挑

戦
し
、
一
歩
ず
つ
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
は
、
先
輩
が
卒
業
し
て

か
ら
部
員
2
人
だ
け
に
な
り
、
思

う
よ
う
に
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
新
入
部
員
が
入
っ
た
の

で
、
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
紫
薫

祭
に
向
け
て
精
一
杯
練
習
し
て
い

ま
す
。

★
将
来
の
夢
は
？

　
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
県
職
員
と
し
て
働
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
専
門

的
な
勉
強
を
す
る
た
め
に
、
県
内

の
4
年
制
大
学
へ
の
進
学
を
目
指

し
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆熱き戦いに大盛況の二日間　平高体育祭を開催
　平高の2大行事の一つである体育祭が６月22、23
の両日、本校で行われました。2日間で８種目が行
われた体育祭は、どの種目でも学年の垣根を越えた
熱い戦いが繰り広げられ、生徒たちは大いに盛り上
がりました。また、昼にはＰＴＡ有志の「ひっつみレ
ンジャー」によりひっつみの提供をいただきました。

　学校行事委員の田
村元

げ ん き

気さん（3年）は
「ソフトボールが印
象に残っています。
クラスメイトのファ
インプレーなどもあ
り、全員で試合を楽

しむことができました」と高校生活最後の体育祭を
満喫した様子でした。
◆「生活産業基礎」の授業で職場見学実習
　　　　　　　　 　　 家政科学科１年　小林 美

み ゆ

優
　家政科学科１年生９人は６月16日に、職場見学実
習で柏台の住宅工業ミサワホームと九戸村にある高
倉工芸を見学しました。ミサワホームでは、パネル
構造について学びました。高倉工芸では箒

ほうき

が手作業
で丁寧に作られていることに感動し、また、ペット

行事にも校外学習にも熱心に

用の癒し箒（なでる
ときに使う）などた
くさんの種類がある
ことも知り、今回の
見学はさまざまなこ
とを発見する良い機
会になりました。好プレーに沸いたソフトボール競技 パネル構造の説明を聞く生徒たち

（６月届け出分）

※個人情報保護の観点から、ホームページには掲載しないこととしました。

■人口の動き【６月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,514（－14） 6,325（－2）
松 尾 5,377（－6） 2,545（－1）
安 代 3,789（－8） 1,720（－7）
合 計 23,680（－28） 10,590（－10）
男 性 11,424（－6）
女 性 12,256（－22）

出生 6 死亡 40
転入 41 転出 35

項 目 6月 1月からの累計

人身事故 2（1） 13（９）
物損事故 24（31） 227（219）
負 傷 者 2（2） 15（17）
死 者 0（0） 0（1）
飲酒運転 0（0） 2（0）
火 災 0（1） 2（９）
救 急 99（100） 651（563）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

（行政区・性別・保護者）

健やかに

安らかに安らかに

お幸せに

（
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食
生
活
改
善
推
進
員
に
料
理
教
室
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま
で
。

Vol.03

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

図書館　☎ 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　☎ 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　☎ 72-2505

博物館　☎ 63-1122

作
り
方

今月は

- 材 料 -

【40個分】
☆もち粉…100ｇ
☆水…120cc
☆砂糖…200g
☆青きな粉…300g
☆塩…ひとつまみ

①
も
ち
粉
に
塩
と
水
を
少
し
ず
つ
加

え
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
に
練
る
。

②
生
地
を
３
等
分
し
平
ら
に
し
た
ら

沸
騰
し
た
湯
で
ゆ
で
る
。

③
生
地
が
浮
き
上
が
っ
た
ら
軽
く
水

気
を
き
っ
て
砂
糖
を
入
れ
た
ボ
ウ
ル
の

中
に
入
れ
、
さ
っ
と
練
る
。

④
③
に
青
き
な
粉
を
入
れ
、ひ
と
塊
に

な
る
よ
う
、
よ
く
こ
ね
る
。

⑤
残
っ
た
青
き
な
粉
を
打
ち
粉
に
し

て
の
し
棒
で
0
・
5
㌢
ほ
ど
の
厚
さ
に

延
ば
す
。

⑥
縦
１
〜
１
・
5
㌢
、
横
６
〜
７
㌢
の

長
さ
に
切
り
分
け
青
き
な
粉
を
ま
ぶ
し

な
が
ら
ね
じ
る
。

今月は

た
ん
切
り

西
根
地
区
で
は
お
菓
子
が
簡
単
に

食
べ
ら
れ
な
い
時
代
、
お
盆
の
お
供
え

物
と
し
て
供
え
た
り
、
人
が
集
ま
っ
た

時
に
み
ん
な
で
食
べ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

た
ん
切
り
は
、
き
な
粉
を
使
用
し
た

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
な
お
菓
子
で
、
程

よ
い
甘
み
で
世
代
に
関
係
な
く
好
ま

れ
て
い
ま
す
。

十
分
に
こ
ね
る
こ
と
で
、
口
当
た
り

が
良
く
、
柔
ら
か
く
仕
上
が
り
ま
す
。

20
調理時間
約

分

調理時間
約-１個当たり -

61kcal／塩分 0.0ｇ

- 今月の担当 -
大更地区の推進員のみなさん

兄畑駅

氣比風穴

兄畑簡易郵便局

山本酒店

案内看板

未
舗
未

装
路

兄畑駅

　駅から進んだ道の分岐点
には氣比風穴までの距離が
記された看板が立っていま
す。目印にしてください。

駅から進んだ道の分岐点
には氣比風穴までの距離が
記された看板が立っていま
す。目印にしてください。

図書館ＨＰはこちら 

資料館ＨＰはこちら 

展示資料紹介　「足踏み脱穀機」

　本館で常設展示中の「足踏み脱穀機」を紹介します。
◆お米の収穫に使用する脱穀道具
　お米を収穫する時に刈り取った稲の穂先から

もみ

を取ることを脱穀といいます。足踏み脱穀機は、足
踏みの力を動力とした脱穀機の一種です。直径約40
～60センチメートルの円筒型の扱

こきどう

胴に逆Ｖ字型の
針金を付けたもので、
踏み板を踏むとクラ
ンクによって回転し
ます。両手で稲の穂を
一
い ち わ

把持ち、穂先を扱胴
に当てて回しながら
脱穀します。それまで
の脱穀作業は「からは
し」という竹に挟んだ

り「千
せ ん ば こ

歯扱き」に引っ掛けて を取ったりしてまし
たが、足踏み脱穀機により脱穀の作業時間が一気に
短縮されました。
◆動力は変わっても仕組みは昔のまま
　足踏み脱穀機は、明治時代の終わりに山口県で発
明されましたが、ほぼ同じ頃に広島県でも考案され
るなど各地で製作されていたようで、大正時代にな
ると急速に全国に普及していきました。

足踏み式脱穀機（後ろ側）　博物館蔵

　戦後に動力脱穀機に
なり、現代ではハーベ
スターやコンバインに
発達していきました。
今は機械化が進み、回
転の動力が人力からエ
ンジンに変わりました
が、仕組みは昔と変わ
りません。足踏み式脱穀機　博物館蔵

出版社／技術評論社

◆新着ピックアップ
『ずかん自転車』

著／森下 昌市郎　監修／自転車文化センター

　200年におよぶ自転車の歴史と走る
しくみを写真や図で解説しています。
　ロードバイクや電動アシスト自転
車といった新しい自転車や自転車競
技も取り上げています。

◆ＤＶＤ　９枚
タイトル レーベル

トップガン　マーヴェリック ＮＢＣユニバーサル・エン
ターテイメント

ベイビー・ブローカー ギャガ
鋼の錬金術師 ワーナー・ブラザーズ
アンネ・フランクと旅する日記 ハピネット

■■　新着視聴覚資料の紹介
　新しい視聴覚資料の一部を
紹介します。貸し出し中の場
合は予約してください。

◆ＣＤ　８枚
タイトル アーティスト

Mr.5 King & Prince
ラッシュ！ マネスキン
令和最新版大河ドラマ全曲
集 1963-2022 冨田 勲ほか

　第69回青少年読書感想文全国コンクールおよび第
56回岩手読書感想文コンクールの課題図書を展示・
貸し出ししています。読書感想文の参考にしてくだ
さい。展示は８月下旬までとなります。

▽ ▼ 課題図書コーナー設置中 ▼ ▽

　大更駅から１時間ほど、市内の景色を楽し
みながら列車に揺られると到着する兄畑駅。
秋田県との県境にある、三角屋根がかわいら
しい駅です。
　この兄畑駅から徒歩15分ほどの場所にあ
るのが「氣

きのしたふうけつ

比風穴」。風穴から冷風が吹き出す
ので、夏でも周辺はヒヤッとした空気に包ま
れます。すぐ近くには氣比の夫婦滝があり、
川のせせらぎや野鳥の鳴き声が絶えず聞こえ
心地良い澄んだ空気が流れます。
　暑さが続くこの季節、天然のクーラーで涼
んでみませんか。

兄畑駅で下車して氣
き の し た ふ う け つ

比風穴へ

大 時 市内 色 楽ほど

し

ほど

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。
列車に揺られて、のんびりと市内の名所を楽し
んでみませんか。

第２回目は
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線1202)

みんなが主役

環境･衛生
ワンポイント

環
境
衛
生
係

☎
・
内
線
１
０
６
９

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

都市型の災害や防災を学ぶ
修学旅行での防災学習に向け事前に学び深める

西根中は７月10日、岩手大学地域防災研究センター
の福留邦

くにひろ

洋教授を招いて、防災講演会を行いました。
同校は東京への修学旅行の一環で都市防災の学習を
予定しており、今回の講演会はその事前学習として実
施。３年生の生徒71人は関東大震災や阪神・淡路大震災
での被害内容の説明に熱心に聞き入っていました。
樋口瑞

み ず き

季さんは「東日本大震災は身近だけど、関東
大震災や阪神淡路大震災のことを学べた。修学旅行で
は都市での避難方法を学びたい」と意欲を示しました。講師の問いかけに答える西根中の生徒

非行や犯罪のない社会を目指し、岩
手地区保護司会が内閣総理大臣メッ
セージを手交（７月５日、市役所）

簡単な手話の語句や表現技術を学
ぶ手話奉仕員養成講座が開講（７
月７日、市民センター）

仮装盆踊り大会や屋台、ステージ発
表など、多くの人でにぎわう（７月８
日、大更ガーデンフェスティバル）

大太鼓の重厚な音が祭りの始まりを告げる

環
境
衛
生
係

☎
・
内
線
１
０
６
９

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
・
ア
メ
リ
カ

ザ
リ
ガ
ニ
の
新
規
制
が
開
始

庭
木
の
枝
が
道
路
や
隣
家
に

か
か
る
前
に
管
理
・
剪
定
を

建
設
廃
材
は
市
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
で
き
ま
せ
ん

規
制
開
始
後
も
飼
う
こ
と
が
で
き
、
申

請
や
許
可
、届
出
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

Point 02

野
外
に
放
さ
な
い
で

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

を
池
や
川
な
ど
野
外
に
放
す
こ
と
は
禁
止

Point 03

飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

友
人
や
知
人
な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
飼
う

こ
と
が
で
き
る
相
手
に
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

無
償
で
あ
れ
ば
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
不

要
で
す
が
、
不
特
定
ま
た
は
特
定
多
数
の
人

に
配
り
分
け
る
よ
う
な「
頒
布
」に
あ
た
る

行
為
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。

目の後ろの赤い文
様が特徴 

ハサミ全体の赤い
トゲトゲが特徴

建
設・
土
木
工
事
現
場
で
発
生
す
る
が
れ

き
類（
建
築
廃
材
）は
産
業
廃
棄
物
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
取
り

扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
廃
タ
イ

ヤ
や
消
火
器
、
塗
料
、
農
薬
、
廃
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
の
処
理
が
困
難
な
物
も
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
専
門
の
業
者
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
処
理
困

難
な
物
が
持
ち
込
ま
れ
、
こ
れ
が
原
因
で
施

設
が
故
障
し
た
場
合
、
ご
み
処
理
が
で
き
な

く
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
自
分
本
位
な
行
動
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ（
ミ
ド
リ
ガ
メ
）と
ア
メ

リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が「
条
件
付
特
定
外
来
生

物
」に
指
定
さ
れ
、新
た
な
規
制
が
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
特
定
外
来
生
物
の
う
ち
、

飼
育
者
が
多
い
生
物
に
つ
い
て
は
、
単
に
飼

育
な
ど
を
規
制
す
る
と
、
安
易
に
野
に
放
し

て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
生
態
系
へ
の
被
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
制
の

も
と
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

隣
の
家
の
庭
木
に
関
す
る
相
談
が
市
役

所
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
人
所
有
地
か
ら
生
え
て
い
る
竹
木
や

庭
木
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
所
有
権
が

あ
る
た
め
、
道
路
な
ど
に
枝
木
が
張
り
出

し
て
い
て
も
、
基
本
的
に
は
市
で
伐
採
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
落
枝
や
張

り
出
し
た
枝
木
に
起
因
し
て
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
、
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ

た
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
巣
を
作
っ
た
り
景

観
を
乱
す
な
ど
の
原
因
に
も
な
る
の
で
、

所
有
し
て
い
る
土
地
の
竹
木
や
庭
木
の
適

正
な
管
理
・
伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Point 01

で
す
。
適
切
な
管
理
を
せ
ず
カ
メ
や
ザ
リ

ガ
ニ
が
自
力
で
逃
げ
出
し
た
場
合
も
違
法

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

寿
命
を
迎
え
る
ま
で
大
切
に
飼
育
を

アカミミ
ガメ

アメリカ
ザリガニ

刀を手に力強い踊りを披露する踊り手

雨にも負けず軽快に踊る
太鼓や笛の音に合わせて８つの演目を披露

兄川稲荷神社祭典は７月16日に行われ、小雨が降る
中、境内は多くの人で賑わいました。
大人から子どもまで17人の踊り手が色鮮やかな衣装
を身にまとい、太鼓や笛の音に合わせて市の指定無形
民俗文化財「兄川先

さきばら

祓い」を披露。息を切らしながらも、
地域の人の声援を受け８つの演目を踊り切りました。
踊りに参加した関新

に い な

菜さん（安代中１年）は「暑いし
疲れたけど楽しく踊れた。来年ももちろん参加します」
と充実した表情を浮かべました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

平舘小の１・２年生児童が、平舘
青商会の準備したアカハライモリ
を放流（７月６日、ひょうたん池）

全力で抱えたり、押し出したりと懸命な姿を見せた児童

４年ぶり元気にはっけよい
平舘小で地域の伝統に親しむ相撲フェスタ開催

　平舘小は７月14日、地域の伝統である相撲への関心
を高めようと同校相撲場で相撲フェスタを開きました。
　コロナ禍前まで子ども会対抗で行っていた相撲大
会は、伝統をつなごうと内容を変えて４年ぶりに実
施。３～６年生の学年ごとの取り組みでは、最後ま
であきらめない姿勢に、見守った保護者から熱心な
声援が送られました。５年の伊藤渉

あ い と

叶さんは「勝って
すごく嬉しかった。来年はもっと練習して、強い人
に挑戦したい」と意気込みました。

晴れ間が見え始め、すがすがしい表情で山頂を目指す登山者

　日本百名山の一つである岩手山（2,038㍍）は７月１
日に山開きを迎え、焼走り登山口付近では市登山隊や
関係者約60人が参加し、山の安全を祈願しました。
　市山岳協会田中耕

こういち

一会長の「無事に帰るまでが登山」
という言葉で出発した登山隊は、コマクサやハクサン
チドリなどの高山植物に癒されながら約6.7㌔先の頂
を目指しました。山頂では３市町の登山隊がピッケル
交換の後、万歳三唱や乾杯で喜びを分かち合い、さら
なる連携と友情交流を深めることを誓いました。

地域の安寧と発展を願う
寺田地域で４年ぶりに白坂観音大祭を開催

　白坂観音大祭(奉賛会主催)は７月17日、聖福寺周辺で
４年ぶりに開かれ、郷土芸能の披露や山車の巡業、寺
田小鼓笛隊のパレードなどが盛大に行われました。　
　白坂観音は728年に聖武天皇の勅命により七時雨山
麓に建立され、後に現在の聖福寺境内に移されました。
　年に一度の本尊「七面観音世像」の開帳では、寺田小
児童らが市指定無形民俗文化財「野口鹿

ししおどり

踊」を奉納。今
年初めて参加の遠藤類

るい

君（同小３年）は「うまく踊れて
楽しかった。来年もがんばりたい」と笑顔を見せました。 江戸時代から伝わる野口鹿踊を元気に舞う子どもたち

美しい音色で観客を魅了
全国で活躍する音楽家を招きコンサート開催

カルテットのハーモニーで会場を包み込む演奏者

　４月に設立された市民団体八幡平アートプロジェク
ト（村上直樹代表）は７月８日、西根地区市民センター
で初めてとなる「Mトリオコンサート」を開きました。
　コンサートではピアノ奏者宮暁

あ き こ

子さん、ヴァイオリン
奏者山口あういさん、チェロ奏者三浦祥

しょうこ

子さんのトリ
オ演奏やフルート奏者村野井友

ゆ う な

菜さんを加えたカル
テットの奏でる音色に観客約110人が酔いしれました。
　村上代表は「今後はメンバーを募り演劇の公演や他
団体のイベント支援も行いたい」と意欲を示しました。

第17回市畜産共進会黒毛和種の部で
武田善一郎さんの「あやね号」が名誉
賞を受賞（７月７日、市畜産共進会）

山に活気とにぎわいが戻る
岩手山山開きを雫石町、滝沢市と合同で実施

県人力士の錦木関(右)ほか３人が来
訪し患者らと交流。笑いを誘い元気
を届ける（６月14日、東八幡平病院）

講師の講話や資料にうなずいたり驚いたりする参加者

色とりどりの漆作品をじっくり鑑賞する来場者

遊休農地の有効活用につなげるため
農業委員などが農地パトロールを実
施（７月５日、安代地区）

田頭小の５年生11人が地熱の発電
や活用方法について学んだ（７月
12日、松川地熱発電所）

表現さまざまな漆と出会う
安代漆工技術研究センター40年記念展を開催

　安代漆工技術研究センターが設立40年目を迎えた
記念展「うるしと私」は７月８、９の両日、岩手銀行赤
レンガ館で開催されました。
　会場では、修了生43人の漆作品を展示販売。来場者は
目に留まった作品の説明を受けたり手に取ってみたり
と漆作品に心が惹

ひ

かれた様子でした。漆のイヤリング
を購入した阿部千

ち え こ

恵子さんは「カラフルな作品が多く、
昔の漆のイメージと全く違う。漆作品は修理して何度
も使えるところが魅力」と目を輝かせました。

木地師の歴史に触れる機会
東北地方木地師学究会代表による講演会を開催

　木地師の歴史に触れる講演会「岩手の木地挽」は６月
28日、東北地方木地師学究会代表の金井晃

あきら

さんを講師に
市博物館で開かれ、約30人の参加者が耳を傾けました。
　講演会では奥会津で営まれていた木地師の暮らしや
木地の採取方法、木を伐採する許可を得るための文章
や品物を説明。参加者は次々と紹介される資料に関心
した様子でした。参加した　藤傑

まさる

さんは「昔、扇畑地
区で漆を扱っていた人の事が話に出てきて、身近に感
じ興味深かった」と思いを語りました。

23 22No.338 ◎2023．８.９



※ 広報はちまんたい８月９日号（№338）の印刷経費は１部90.43円､ 発行部数は9,767部です。経費の一部は広告料で
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習
っ

た
先
生
が
一
緒
と
判
明
。人
と
の
縁
は
ど

こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
実

感
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

千○

▽
白
坂
観
音
大
祭
。
相
撲
、
鹿
踊
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
鼓
笛
隊
、
山
車
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
活
躍
で
祭
り
が
盛
り
上
が

る
。
４
年
ぶ
り
に
地
域
が
活
気
に
溢
れ
、

熱
い
夏
の
始
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。
福○

120●121

何
気
な
い
日
常
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
一
品
を
作
り
た
い

た
か
む
ら
・
ま
り

35
歳

＝
岩
手
町
＝

髙
村
麻
里
さ
ん

平
館
地
区
に
工
房「
ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
窯
」を
構
え
る

陶
芸
家

昭和63年生まれ。平館地区出身。大学卒業後
は福島で３年修行し、陶芸家としてのノウハ
ウを学ぶ。手仕事の雑貨を見たり集めたりす
ることが好きで、最近気に入って購入した
ものは型染めの風呂敷。今は子育てに奮闘中。
休みの日は子どもたちと遊んで過ごす。

ろくろを回し粘土に水を含ませ
ながら成形をする髙村さん

※陶磁器の表面を覆うガラス質の層。水や汚れが素地に染み込むことを防ぎ、表面も
なめらかになることで、普段の生活で使いやすい器となる。

「
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
人
か
ら
、

生
活
に
役
立
っ
て
い
る
と
教
え
て
も

ら
っ
た
と
き
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
」と
温
和
な
笑
顔
を
浮
か
べ
る
の

は
、生
ま
れ
育
っ
た
平
舘
地
区
に
工
房

ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
窯
を
構
え
る
髙
村
麻

里
さ
ん
。マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
普
段
使
い

の
器
を
中
心
と
し
た
作
品
は
、や
わ
ら

か
な
色
合
い
と
シ
ル
エ
ッ
ト
が
上
品

な
印
象
を
受
け
る
。
結
婚
を
機
に
、現

在
は
岩
手
町
か
ら
工
房
へ
通
い
、創
作

活
動
を
続
け
て
い
る
。

大
学
で
陶
芸
の
基
礎
を
学
ん
で
い

た
髙
村
さ
ん
。
在
学
中
に
初
め
て
出

品
し
た
展
示
会
で
、
作
品
を
購
入
し

た
人
が
器
を
絵
は
が
き
に
描
い
て

送
っ
て
く
れ
た
。「
自
分
が
作
っ
た
作

品
を
売
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ

た
き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と

懐
か
し
そ
う
に
目
を
細
め
る
。

大
学
卒
業
後
、修
行
期
間
を
経
て
平

成
25
年
に
実
家
の
隣
に
工
房
を
開
い

た
。当
初
は
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
の

か
不
安
だ
っ
た
が
、次
第
に
認
知
さ

れ
、窯
を
開
い
て
３
年
を
迎
え
た
こ
ろ

活
動
に
手
ご
た
え
を
感
じ
た
と
話
す
。

工
房
を
開
い
て
か
ら
今
年
で
10
年
。

作
品
作
り
に
は
自
ら
が
調
合
し
た

釉ゆ
う
や
く薬（

※
）を
成
形
し
た
器
の
表
面
に

掛
け
て
い
る
。何
度
も
テ
ス
ト
を
繰
り

返
す
た
め
、作
品
に
取
り
入
れ
る
ま
で

か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。表
現
の
幅

を
広
げ
る
た
め
、新
し
い
釉
薬
の
調
合

に
取
り
組
ん
で
い
る
が「
文
系
寄
り

で
、化
学
式
や
計
算
な
ど
の
作
業
が
本

当
に
苦
手
で
す
」と
苦
笑
い
。

手
作
り
作
品
を
展
示
販
売
す
る
イ

ベ
ン
ト
へ
の
出
品
が
ひ
と
段
落
し
た

現
在
、依
頼
の
あ
っ
た
陶
芸
教
室
で
そ

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動
も
し
て
い

る
。「
丁
寧
な
仕
事
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
も
の
づ
く
り
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
作

品
を
待
っ
て
い
る
人
へ
新
し
い
彩
り

を
届
け
た
い
と
試
作
に
取
り
組
む
。
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